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1.  平成25年5月期の連結業績（平成24年6月1日～平成25年5月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年5月期 50,274 7.0 2,219 △13.4 3,564 23.0 3,098 62.8
24年5月期 46,988 △0.4 2,562 △20.7 2,899 △15.0 1,902 44.2

（注）包括利益 25年5月期 7,082百万円 （558.3％） 24年5月期 1,075百万円 （675.5％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率 総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

25年5月期 68.86 ― 4.2 4.1 4.4
24年5月期 42.28 ― 2.7 3.5 5.5

（参考） 持分法投資損益 25年5月期  ―百万円 24年5月期  ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年5月期 89,787 77,686 86.4 1,723.66
24年5月期 83,496 71,494 85.5 1,586.47

（参考） 自己資本   25年5月期  77,577百万円 24年5月期  71,404百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

25年5月期 715 555 △1,082 7,233
24年5月期 3,020 △2,592 △978 6,617

2.  配当の状況 

（注）25年５月期期末配当金の内訳  普通配当 10円00銭   記念配当 5円00銭 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

24年5月期 ― 10.00 ― 10.00 20.00 900 47.3 1.3
25年5月期 ― 10.00 ― 15.00 25.00 1,125 36.3 1.5
26年5月期(予想) ― 10.00 ― 10.00 20.00 37.5

3. 平成26年 5月期の連結業績予想（平成25年 6月 1日～平成26年 5月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 24,000 10.9 1,500 13.6 1,500 △12.5 1,000 △33.3 22.22
通期 51,500 2.4 3,300 48.7 3,400 △4.6 2,400 △22.6 53.33



※  注記事項 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更  ： 有
② ①以外の会計方針の変更  ： 無
③ 会計上の見積りの変更  ： 有
④ 修正再表示  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年5月期 48,410,750 株 24年5月期 48,410,750 株
② 期末自己株式数 25年5月期 3,403,243 株 24年5月期 3,402,122 株
③ 期中平均株式数 25年5月期 44,998,722 株 24年5月期 45,009,073 株

（参考）個別業績の概要 

1.  平成25年5月期の個別業績（平成24年6月1日～平成25年5月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年5月期 32,654 1.7 542 △18.5 2,403 70.3 1,884 159.6
24年5月期 32,115 △3.1 665 △55.6 1,411 △28.4 725 236.4

1株当たり当期純利益 潜在株式調整後1株当たり当期純
利益

円 銭 円 銭

25年5月期 41.89 ―
24年5月期 16.13 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年5月期 76,814 69,738 90.8 1,549.48
24年5月期 74,264 66,657 89.8 1,481.00

（参考） 自己資本 25年5月期  69,738百万円 24年5月期  66,657百万円

2. 平成26年 5月期の個別業績予想（平成25年 6月 1日～平成26年 5月31日） 
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、連結財務諸表に対する監査手続が実施中です。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって予測数値と異なる結果と
なる可能性があります。業績予想に関連する事項については、２ページの「１．経営成績（１）経営成績に関する分析」をご覧ください。 

売上高 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 15,000 2.2 300 △68.4 200 △66.4 4.44
通期 33,000 1.1 1,200 △50.1 900 △52.3 20.00
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(1）経営成績に関する分析 

 １．当期の経営成績 

  

 当連結累計期間（平成２４年６月１日～平成２５年５月３１日）における世界経済をみますと、米国では個人消費

や雇用、住宅投資などを中心に堅調な伸びが見られる一方、欧州においては、債務問題による緊縮財政、設備投資や

個人消費の低迷などの影響からマイナス成長が拡大しており、依然厳しい状況にあります。新興国においては、中

国、インド、ブラジル経済は景気減速傾向にあります。 

 わが国経済は、新政権の経済政策を受けて、金融市場では円安、株高が進展し、また実体経済においても、輸出と

個人消費に回復の兆しがみえつつあります。 

当種苗業界は、国内需要は依然頭打ちの状態が続いておりますが、海外におきましては、新興国を中心に、野菜

種子、花種子の需要は拡大を続けております。 

 このような状況のなか、当社グループにおいては、国内事業は昨年夏の猛暑、豪雨、また秋終盤の急激な気温低下

や、北日本を中心とした大雪などの天候不順が影響し、卸売、小売事業ともに厳しい状況となりました。一方、海外

卸売事業については、野菜種子、花種子の販売が好調に推移しております。 

 当社グループの当期における業績は、売上高は５０２億７４百万円（前期比３２億８６百万円、７．０％増）とな

りましたが、営業利益は、米国での売上原価増加や、販売費及び一般管理費の増加などにより、２２億１９百万円

（前期比３億４３百万円、１３．４％減）となりました。 

 経常利益は、為替差益７億９５百万円（前期は、為替差損１億７７百万円）を計上したことなどにより、３５億６

４百万円（前期比６億６５百万円、２３.０％増）となりました。また、税金等調整前当期純利益は、固定資産売却

益を１億９３百万円、投資有価証券売却益を６億９７百万円計上したことに加え、前期計上した投資有価証券評価損

（３億７７百万円）が当期は発生しなかったことなどから、４２億９０百万円（前期比１９億４７百万円、８３．

１％増）となりました。当期純利益は、法人税、住民税及び事業税が３億９１百万円、法人税等調整額が３億４６百

万円増加したことから、３０億９８百万円（前期比１１億９５百万円、６２.８％増）となりました。 

 当期の海外連結子会社等の財務諸表（収益及び費用）の主な為替の換算レートは、次のとおりです。なお、第１四

半期の連結対象期間は平成２４年４－６月、第２四半期の連結対象期間は７－９月、第３四半期が１０－１２月、第

４四半期が平成２５年１－３月です。 

 注：（ ）内は前年同期の換算レート 

  

 セグメント別の業績の概要は次のとおりです。  

① 国内卸売事業 

 国内卸売事業は、昨年夏の豪雨災害や猛暑、干ばつ、また冬の各地での記録的な大雪や低温などが影響し、野菜種

子、花種子は前期比減収となりました。一方、苗木、資材につきましては、好調に推移しました。 

 野菜種子は、全般的に伸び悩みましたが、トマトの売上は順調に推移いたしました。花種子はパンジーなどが苦戦

したものの、新品種投入効果もあり、プリムラ、マリーゴールド、ストック、ジニア、カスミソウは売上を伸ばして

おります。 

 苗木は、トマト接木苗やトルコギキョウ、パンジーセル苗を中心に、全般に売上を伸ばし、また資材についても高

機能液肥、プラントプラグ、園芸農薬、ハウス資材などが好調で、前期比増収となりました。 

 これらの結果、売上高は、前期比４５百万円（同０．３％）減の１５８億３４百万円となり、営業利益は同比４億

１百万円（同６．７％）減の５６億１６百万円となりました。 

１．経営成績・財政状態に関する分析

  
売上高 

（百万円） 

営業利益 

（百万円） 

経常利益 

（百万円） 

当期純利益  

（百万円）  

１株当たり  

当期純利益  

（円） 

平成２５年５月期  50,274  2,219  3,564  3,098  68.86

平成２４年５月期  46,988  2,562  2,899  1,902  42.28

前期比  3,286  △343  665  1,195  26.59

増減率（％） ％ 7.0 ％ △13.4 ％ 23.0 ％ 62.8  －

  第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 

米ドル 円（ 円） 79.31 80.73 円（ 円） 77.61 76.63 円（ 円） 86.58 77.73 円（ 円） 93.99 82.14

ユーロ 円（ 円） 98.73 116.79 円（ 円） 100.22 104.04 円（ 円） 114.69 100.68 円（ 円）120.65 109.71

株式会社サカタのタネ（1377）　平成25年５月期決算短信

－2－



  

②海外卸売事業 

 現地通貨での伸びに加え、昨年末からの円安の影響もあり、それぞれの地域の円ベースでの売上は大きく増収とな

っております。まず、地域別の状況をみますと、アジア向け輸出は、ニンジンの売上が大幅増となった結果、前期比

増収となりました。北米では、野菜種子を中心に売上は大きく伸びましたが、天候不順による種子生産の落ち込み

で、厳しい損益状況となりました。一方、欧州では、野菜種子、花種子ともに好調に推移し、前期比増収となりまし

た。また、南米においても、野菜種子の売上は順調に伸び、前期比増収となりました。 

 品目別では、野菜種子は、ブロッコリー、トマト、カボチャ、ニンジンなどが好調だったことから、前期比増収と

なりました。花種子は、アジア向け輸出および南米が減収となったものの、北米ではパンジー、ヒマワリ、欧州にお

いては、トルコギキョウ、パンジー、ヒマワリ、ペチュニアなどが順調に売上を伸ばし、前期比増収となりました。

 これらの結果、売上高は、前期比３６億３２百万円（同１９．６％）増の２２１億６７百万円となりましたが、営

業利益は、北米での生産コストの増加などもあり、同比５億７２百万円（同１７．８％）増の３７億９３百万円にと

どまりました。 

  

③小売事業 

ホームガーデン分野は、昨年秋の猛暑により秋季園芸シーズンが例年に比べおよそ１ヶ月短くなったこと、東日

本以北の豪雪や春の低温などの天候不順が影響し、特に園芸資材の販売に大きな苦戦を強いられました。併せて、不

採算商品の販売縮小を行った結果、園芸資材、樹木、草花小袋などの売上は減少し、前期比減収となりました。利益

面におきましても、物流体制の見直しに伴って、一時的に販売費及び一般管理費が増加したことから、前期比減益と

なりました。 

通信販売分野は、花種子、秋植球根、野菜・花苗などは月刊誌の新規企画が功を奏し順調に伸びたものの、春植

球根、一般花苗、野菜種子などが低調に推移し、前期比減収となりました。 

ガーデンセンターでは、昨年秋に厳しい天候が続いたことに加え、前期に大きく伸びた緑のカーテン関連商品や

法人向けプレミアム絵袋種子の売上が減少したこと、また、店舗リニューアル工事期間中の一時休店などがあり苦戦

を強いられました。本年３月のリニューアルオープン以降の３月から５月までの３ヶ月間の営業概況は、売上高は前

年同期比増収、ご来客者数も増加となり、順調な滑り出しとなったものの、通期ではマイナス分を挽回することがで

きず前期比減収となりました。 

これらの結果、売上高は、前期比３億１１百万円（同２．６％）減の１１５億２５百万円となり、営業損益は同

比２億１１百万円悪化し、３億８３百万円の損失（前期は１億７１百万円の営業損失）を計上しました。 

  

④その他事業 

造園緑花分野は、民間工事、屋上緑花植栽などが増加し、前期比増収となりました。 

これらの結果、売上高は前期比１０百万円（同１．４％）増の７億４７百万円となりましたが、営業費用が増加

した結果、営業損益は前期比２９百万円悪化し、２４百万円の損失（前期は営業利益５百万円）を計上しました。 

  

株式会社サカタのタネ（1377）　平成25年５月期決算短信

－3－



２．次期の見通し 

  

世界経済は、米国では景気回復基調にあるものの、欧州は依然として先行きの不透明感が残り、また新興国の成

長ペースにも鈍化の動きが見られます。国内経済は、新政権の経済政策を受けて、回復基調にあり、景気は好転しつ

つあります。 

このような状況のもと、当社の次期見通しにつきましては、国内では、野菜種子のブロッコリー、ダイコン、ト

マト、ホウレンソウなど、また花種子ではヒマワリ、パンジー、トルコギキョウ、花壇・苗物用種を中心に、増収を

見込んでおります。苗木、資材につきましても、順調な売上の伸びを予想しており、卸売事業は前期比増収を予定し

ております。 

 国内小売事業につきましては、ホームセンター向け事業では、引き続き種苗を主軸としたオリジナル商材の販売強

化と共に、不採算商品の徹底した絞込みを図るため、売上高は前期比減収となる見込みです。 

 同時に、特に販売費を中心に業務コストの徹底削減を行い、営業利益の向上を図ります。 

 通信販売分野では、毎年成長しているECサイトの企画増強や、商品調達の強化、欠品削減による販売機会損失の減

少を図り、増収増益を見込みます。またお客様にご愛顧いただける通信販売を念頭に、特にカスタマーサービス部門

を強化いたします。 

 ガーデンセンターでは、本年３月に新設したマルシェ(青果・加工食品販売)とカフェを利用し、野菜では当社品種

のタネから食までの一貫した企画・販売の強化を、また花や観葉では暮らしの中の生活場面に合わせた装飾提案を展

開し、よりご満足いただける商品ラインナップの充実とサービスの提供を図り、売上増を見込みます。 

 海外におきましては、野菜種子では既存の販売網を最大限に生かして、当社に強みのある現在の品目群に加え、新

たな品目での一層の拡販を予定しております。花種子の販売は、依然厳しい環境にありますが、利益を重視した活動

に注力してまいります。 

  以上により、次期の見通しにつきましては、連結売上高は前期比２．４％増の５１５億円、利益面では、連結営業

利益を同比４８．７％増の３３億円、同経常利益は同比４．６％減の３４億円、同当期純利益を同比２２．６％減の

２４億円と見込んでおります。 

 通期為替レートは、９５円/ＵＳ＄、１２５円/ユーロで設定しております。  

  売上高 

（百万円）  

営業利益 

（百万円）  

経常利益 

（百万円）  

当期純利益 

（百万円）  

平成２６年５月期予想 51,500 3,300 3,400 2,400

平成２５年５月期実績 50,274 2,219 3,564 3,098 

前期比 1,225 1,080 △164 △698

増減率（％） 2.4％ 48.7％ △4.6％ △22.6％
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(2）財政状態に関する分析 

① 資産、負債及び純資産の状況 

  

a．資産の部 

当連結会計年度末における総資産は、前連結会計年度末に比べ６２億９０百万円増加し８９７億８７百万円とな

りました。これは主に受取手形及び売掛金が１１億３４百万円、たな卸資産が２６億円、投資有価証券が２１億１７

百万円増加したことなどによるものです。 

  

b．負債の部 

負債合計は、前連結会計年度末に比べ９８百万円増加し１２１億円となりました。これは主に長短借入金が３億

５百万円、未払法人税が２億８８百万円、長期繰延税金負債が５億９百万円増加し、支払手形及び買掛金が５億７０

百万円、その他流動負債が３億６０百万円減少したことなどによるものです。 

  

c．純資産の部 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ６１億９２百万円増加し７７６億８６百万円となりました。これは主に

利益剰余金２１億９８百万円、その他有価証券評価差額金が２１億２４百万円、為替換算調整勘定が１８億５１百万

円増加したことなどによるものです。 

以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末の８５．５％から８６．４％となりました。 

  

② キャッシュ・フローの状況 

（単位：百万円）

  

 当連結会計年度末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前連結会計年度末比６億１５百万円増

加し、７２億３３百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。  

（営業活動によるキャッシュ・フロー）  

 営業活動によって得られた資金は７億１５百万円（前期比２３億５百万円減）となりました。これは主に、税引前

当期純利益４２億９０百万円、減価償却費１８億１２百万円、たな卸資産の増加による資金の減少１５億６４百万

円、仕入債務の減少による資金の減少１０億６４百万円、未払金の減少による資金の減少８億円などによるもので

す。  

（投資活動によるキャッシュ・フロー）  

 投資活動によって得られた資金は５億５５百万円（前期比３１億４７百万円増）となりました。これは主に、定期

預金の純減による収入９億３１百万円、投資有価証券の売却による収入１０億４２百万円、有形固定資産の取得によ

る支出１４億７９百万円などによるものです。  

  前連結会計年度 当連結会計年度 増減 

 総資産（百万円）  83,496  89,787  6,290

 純資産（百万円）  71,494  77,686  6,192

 自己資本比率（％） ％ 85.5 ％ 86.4  －

 １株当たり純資産（円）  1,586.47  1,723.66  137.20

 借入金の残高（百万円）  1,826  2,131  305

  前連結会計年度 当連結会計年度 差額 

 営業活動によるキャッシュ・フロー  3,020  715  △2,305

 投資活動によるキャッシュ・フロー  △2,592  555  3,147

 財務活動によるキャッシュ・フロー  △978  △1,082  △104

 現金及び現金同等物に係る換算差額  △133  427  560

 現金及び現金同等物の増減額  △683  615  1,299

 現金及び現金同等物の期末残高  6,617  7,233  615
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（財務活動によるキャッシュ・フロー）  

 財務活動によって支出した資金は１０億８２百万円（前期比１億４百万円減）となりました。これは主に、配当金

の支払額９億２百万円などによるものです。  
 
  
(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移  

自己資本比率:自己資本/総資産 

時価ベースの自己資本比率:株式時価総額/総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率:有利子負債/キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ:キャッシュ・フロー/利払い 

(注１) いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。 

(注２）株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。 

(注３）キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。 

(注４）有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としてお

ります。 

(注５）利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。 

  

(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

当社は、株主の皆様への利益還元を経営の重要課題と考え、中長期の経営視点から、各期の連結業績を勘案し、

経営体質及び経営基盤の強化のために必要な内部留保を確保しつつ、かつ安定的、継続的な利益配分を行うことを基

本方針としております。また、毎事業年度における配当の回数については、中間配当と期末配当の年２回の剰余金の

配当を行うことを基本方針としております。これらの剰余金の配当の決定機関は、期末配当については株主総会、中

間配当については取締役会であります。 

当事業年度の配当につきましては、上記方針に基づき当期は１株当たり２０円の配当に、当社の創立１００周年

記念として、株主の皆様の日頃のご支援にお応えするため、記念配当の５円を加えた１株当たり２５円（中間配当金

は支払済みの１０円、期末配当金は１５円）を予定しております。 

また次期（平成２６年５月期）の株主配当につきましても、当期と同様に、安定的な配当で株主還元を行うこと

を重視し、１株当たり年間２０円（うち中間配当金１０円）とすることを予定しております。 

内部留保資金につきましては、今後予想される経営環境の変化に対応すべく、今まで以上にコスト競争力を高

め、市場ニーズに応える研究・生産体制を強化し、さらには、グローバル戦略の展開を図るために有効投資してまい

りたいと考えております。 

当社は、会社法第４５４条第５項の規定に基づき、「取締役会の決議によって、毎年１１月３０日を基準日とし

て中間配当をすることができる。」旨を定款に定めております。 

今後も株主資本の効率的な運用に努め、引き続き株主の皆さまのご期待に応えてまいる所存であります。 

  

  平成21年５月期 平成22年５月期 平成23年５月期 平成24年５月期 平成25年５月期

自己資本比率（％）  84.5  85.3  85.5  85.5  86.4

時価ベースの自己資本比率

（％） 
 70.7  65.7  61.2  57.1  66.1

キャッシュ・フロー対有利子

負債比率（％） 
 483.1  82.1  52.9  60.5  297.9

インタレスト・カバレッジ・

レシオ（倍） 
 7.3  43.2  41.1  49.4  12.7
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(4）事業等のリスク 

当社グループの経営成績、財政状態及び株価などに影響を及ぼす可能性のある事項には以下のようなものがあり

ます。なお記載内容のうち将来に関する事項は、当連結会計年度末現在において当社グループが判断したものです。

また、東日本大震災によって新たに認識されたリスクへの備えを徹底し、今後の対応などに活かしてまいります。 

①天候リスク 

当社グループの主要な事業である「野菜種子」「花種子」「球根」「苗木」の販売には、「世界各地の天候変

化」が大きく影響を与えます。その結果、各地における天候不良は、これらの事業における売上の低迷をもたらし、

業績に悪影響を与える可能性があります。 

また、商品の生産については世界１９ヵ国に生産を分散し、かつ同一地域でも複数以上のグループ外生産者にそ

の生産を委託してリスク分散を図っております。しかしながら、播種期から採種期までの間に起こる局地的、突発的

な天候変化によって十分な品質や生産量が確保できない場合、業績に悪影響を与える可能性があります。 

  

②事業展開地域の地政学的、社会的な制度などの影響 

当社グループは、生産・研究開発・販売拠点として、日本を含めて全世界で２０ヵ国に事業展開を行っておりま

す。うち、農場及び研究施設として、国内５ヵ所、海外で７ヵ国９ヵ所に拠点を持っております。これらの事業展開

地域の一部においては、次のようなリスクが内在しております。 

a.予期しない法律または規制の制定または改廃 

b.政治・経済の混乱 

c.テロ・紛争の発生などによる社会的混乱 

d.地震などの天変地異の発生 

e.コンピューターウイルスや諸情報の漏洩など、情報化に伴う問題の発生 

これらの事象が発生した場合は、当社グループの業績に悪影響を与える可能性があります。 

  

③育種開発リスク及びブリーダーの人的資源に関するリスク 

育種開発リスクとしては、育種目標を設定してから１０年以上を必要とする育種開発の性格上、投資コスト負担

リスク、開発実現性リスク、商品ニーズが変化してしまうリスク、他社との開発競争リスクなどがあります。さら

に、育種開発は遺伝資源の有無とともに、育種研究者であるブリーダー個々人の能力に大きく依存します。従ってブ

リーダーが育種途上で社外流出すると、担当する品種の育成に障害が出て良質な商品の完成が難しくなるリスクを有

しており、業績に悪影響を与える可能性があります。 

  

④安全性に関するリスク 

当社グループでは 創業者坂田武雄の唱えた社是「品質・誠実・奉仕」に則り、品質と安全性に対する信頼を最重

要課題のひとつと位置づけ、商品クレームへの適切な対応、事故の未然防止などにも積極的に取り組んでおります。

しかしながら、「生き物」である商品の性質上、品質の水準や均一性などに不測の事態が生じるケースや、種子に由

来しない環境や生産技術面からのリスクが発生し、業績に悪影響を与える可能性があります。 

  

⑤為替変動に関するリスク 

当社グループは海外各地において商品を生産・販売しております。各地域において現地通貨にて作成された財務

諸表は、連結財務諸表作成のために円換算されております。このため、為替相場の変動は、現地通貨における価値に

変動がなかったとしても、業績に悪影響を与える可能性があります。また、当社グループが原材料及び商品の一部を

調達あるいは輸出している海外との取引は、為替変動の影響を受ける可能性があります。こうした影響を最小限に止

めるべく、当社グループでは、通貨別金額の変化に常時注意を払っております。しかしながら、予測を超えて急激に

為替レートが変動した場合には当社グループの業績に悪影響を与える可能性があります。 

  

⑥保有資産の価値変動リスク 

当社グループは、様々な資産を保有しておりますが、土地や有価証券などの資産価値が下落した場合には当社グ

ループの業績に悪影響を与える可能性があります。 

  

⑦自然災害、事故などによるリスク 

自然災害やその他の予期せぬ事態が発生した場合、当社グループの業績や事業活動に大きな影響を与えるおそれ

があります。 
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(1）会社の経営の基本方針  

 当社は、良質な商品とサービスの提供によって、世界の人々の生活と文化の向上に貢献し、世界一の種苗会社を目

指すことを経営理念として、創業者坂田武雄の提唱した「品質・誠実・奉仕」を社是に掲げながら生命（いのち）へ

の貢献を果たしてまいります。 

 当社は、生産者にも消費者にも喜んでいただける「野菜と花の種苗」の開発・生産・販売を軸とした事業を展開

し、採算性と財務の健全性を重視する堅実な経営と株主利益の追求によって企業価値の増大に努めます。また、市場

のニーズを汲み取った新品種をいち早く開発するとともに、高品質種子の安定生産と供給を実現することによって社

会貢献を果たし、世界の種苗界をリードする種苗会社として躍進することを目指します。 

  

(2）中長期的な会社の経営戦略  

 わが国の農業は所得の減少、担い手不足の深刻化や高齢化といった構造的な問題を抱えており、当社におきまして

も、種子の国内売上が伸び悩むなど、厳しい状況が続いております。こうした事業環境の下で持続的な成長を実現す

るためには、国内営業の更なる基盤強化と海外市場の更なる獲得が重要です。そのためにこれまで以上に収益力を備

えた経営を確立する必要があると認識しております。このような認識のもと、当社では以下に掲げた重点戦略に取り

組んで参りました。 

  

① 戦略商品を核とした収益性（特に国内収益力）の改善を目指す 

② 国内卸売営業と国内小売営業の協業をすすめ、小売部門の収益力を強化する 

③ インド・中国の二大市場の積極的な深耕を図る 

④ 種子生産戦略の一元管理と高品質種子の供給を徹底する 

⑤ 研究開発をグローバルに展開し、競争力のある商品を効率的に作出する 

  

 それぞれの経営戦略は着実にその成果を出しつつありますが、当社としてはこれらの戦略をさらに推し進めること

によって、更なる業績の向上を目指して参ります。 

  

(3）会社の対処すべき課題  

①国内外の農業分野への貢献 

 国内の農業分野は、農業人口の減少や高齢化に歯止めがかからず、また、作付け延べ面積が減少しているほか耕作

放棄地の再生も思うように進んでいません。そのような中、政府が掲げる成長戦略の一環として農産物の輸出増大、

農家の所得倍増計画が着目されております。これを実現するためには、付加価値の高い青果物を作りだす高品質種子

が安定的に供給されることが前提条件となります。 

 一方で海外においては、先進国で健康への関心が高まり、新興国でも食料消費は拡大しております。人々に心の安

らぎをもたらす花、体に健康をもたらす野菜、これらのタネを提供する当社のグローバルな社会的役割がますます高

まってきております。これらの社会的責任を真摯に見つめ直し、今後もなお一層国内外の農業の活性化に貢献してま

いります。 

  

②次の１００年に向けた更なる企業価値の向上 

 当社は、１９１３年に創業者坂田武雄が坂田農園を設立して以来１００年の長きにわたって、「品質・誠実・奉

仕」の社是を守り、高い品質の種子を開発し、安定供給してまいりました。常に新しいことにチャレンジしながら

も、次世代に末長く引き継がれて行く商材である「タネ」を基軸とした本業を守り続けてきたことが、わたしたちの

１００年の歴史であったと考えております。しかしながら、１００年はあくまで通過点にすぎません。最近の農業分

野が抱える諸問題や内外経済、金融の情勢など、当社経営を取り巻く環境はかつてなく厳しく、業界内の競争も年々

激化しております。 

 当社は、持続的な研究開発活動とグローバルな営業展開をさらに推し進め、高い収益力と健全な財務体質を兼ね備

えた種苗業界のリーディングカンパニーを目指して、たゆまぬ努力を続けてまいります。 

  

２．経営方針
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３．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年５月31日) 

当連結会計年度 
(平成25年５月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 13,659 13,511

受取手形及び売掛金 12,707 13,841

有価証券 － 49

商品及び製品 16,003 18,233

仕掛品 1,137 1,146

原材料及び貯蔵品 1,849 2,212

未成工事支出金 25 24

繰延税金資産 1,132 1,557

その他 2,067 2,214

貸倒引当金 △307 △371

流動資産合計 48,275 52,419

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 26,210 26,387

減価償却累計額 △16,361 △16,577

建物及び構築物（純額） 9,849 9,809

機械装置及び運搬具 8,882 9,852

減価償却累計額 △7,197 △7,808

機械装置及び運搬具（純額） 1,685 2,044

土地 13,859 13,990

建設仮勘定 315 245

その他 2,498 2,742

減価償却累計額 △2,022 △2,272

その他（純額） 476 470

有形固定資産合計 26,186 26,560

無形固定資産 894 974

投資その他の資産   

投資有価証券 7,089 9,207

長期貸付金 176 162

繰延税金資産 480 132

その他 565 536

貸倒引当金 △171 △205

投資その他の資産合計 8,140 9,832

固定資産合計 35,221 37,367

資産合計 83,496 89,787
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年５月31日) 

当連結会計年度 
(平成25年５月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,154 2,584

短期借入金 1,700 1,143

未払法人税等 329 618

繰延税金負債 28 28

役員賞与引当金 9 8

その他 3,891 3,531

流動負債合計 9,115 7,914

固定負債   

長期借入金 125 988

繰延税金負債 56 565

退職給付引当金 1,464 1,439

役員退職慰労引当金 417 467

負ののれん 2 1

その他 820 723

固定負債合計 2,887 4,186

負債合計 12,002 12,100

純資産の部   

株主資本   

資本金 13,500 13,500

資本剰余金 10,823 10,823

利益剰余金 56,640 58,838

自己株式 △4,467 △4,468

株主資本合計 76,495 78,693

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △7 2,117

為替換算調整勘定 △5,083 △3,232

その他の包括利益累計額合計 △5,091 △1,115

少数株主持分 89 108

純資産合計 71,494 77,686

負債純資産合計 83,496 89,787
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 
（連結損益計算書） 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成23年６月１日 
 至 平成24年５月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年６月１日 
 至 平成25年５月31日) 

売上高 46,988 50,274

売上原価 23,965 25,921

売上総利益 23,023 24,353

販売費及び一般管理費 20,460 22,133

営業利益 2,562 2,219

営業外収益   

受取利息 120 112

受取配当金 212 191

受取賃貸料 208 217

負ののれん償却額 1 1

為替差益 － 795

その他 81 125

営業外収益合計 624 1,443

営業外費用   

支払利息 60 56

売上割引 12 14

為替差損 177 －

その他 38 26

営業外費用合計 288 97

経常利益 2,899 3,564

特別利益   

固定資産売却益 15 193

投資有価証券売却益 － 697

特別利益合計 15 890

特別損失   

減損損失 142 119

投資有価証券売却損 25 16

投資有価証券評価損 377 －

その他 27 27

特別損失合計 572 164

税金等調整前当期純利益 2,342 4,290

法人税、住民税及び事業税 703 1,095

法人税等調整額 △255 90

法人税等合計 448 1,186

少数株主損益調整前当期純利益 1,894 3,104

少数株主利益又は少数株主損失（△） △7 5

当期純利益 1,902 3,098
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（連結包括利益計算書） 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成23年６月１日 
 至 平成24年５月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年６月１日 
 至 平成25年５月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 1,894 3,104

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △78 2,124

為替換算調整勘定 △740 1,854

その他の包括利益合計 △818 3,978

包括利益 1,075 7,082

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 1,082 7,074

少数株主に係る包括利益 △6 8
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（３）連結株主資本等変動計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成23年６月１日 
 至 平成24年５月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年６月１日 
 至 平成25年５月31日) 

株主資本   

資本金   

当期首残高 13,500 13,500

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 13,500 13,500

資本剰余金   

当期首残高 10,823 10,823

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 10,823 10,823

利益剰余金   

当期首残高 55,637 56,640

当期変動額   

剰余金の配当 △900 △900

当期純利益 1,902 3,098

当期変動額合計 1,002 2,198

当期末残高 56,640 58,838

自己株式   

当期首残高 △4,466 △4,467

当期変動額   

自己株式の取得 △0 △1

当期変動額合計 △0 △1

当期末残高 △4,467 △4,468

株主資本合計   

当期首残高 75,494 76,495

当期変動額   

剰余金の配当 △900 △900

当期純利益 1,902 3,098

自己株式の取得 △0 △1

当期変動額合計 1,001 2,197

当期末残高 76,495 78,693
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成23年６月１日 
 至 平成24年５月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年６月１日 
 至 平成25年５月31日) 

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金   

当期首残高 71 △7

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △78 2,124

当期変動額合計 △78 2,124

当期末残高 △7 2,117

為替換算調整勘定   

当期首残高 △4,341 △5,083

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △742 1,851

当期変動額合計 △742 1,851

当期末残高 △5,083 △3,232

その他の包括利益累計額合計   

当期首残高 △4,270 △5,091

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △820 3,975

当期変動額合計 △820 3,975

当期末残高 △5,091 △1,115

少数株主持分   

当期首残高 97 89

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △8 19

当期変動額合計 △8 19

当期末残高 89 108

純資産合計   

当期首残高 71,321 71,494

当期変動額   

剰余金の配当 △900 △900

当期純利益 1,902 3,098

自己株式の取得 △0 △1

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △828 3,994

当期変動額合計 172 6,192

当期末残高 71,494 77,686
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成23年６月１日 
 至 平成24年５月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年６月１日 
 至 平成25年５月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 2,342 4,290

減価償却費 1,599 1,812

負ののれん償却額 △1 △1

貸倒引当金の増減額（△は減少） 67 69

受取利息及び受取配当金 △333 △303

支払利息 60 56

為替差損益（△は益） △6 △162

減損損失 142 119

投資有価証券評価損益（△は益） 377 －

投資有価証券売却損益（△は益） 25 △680

売上債権の増減額（△は増加） △303 △561

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,201 △1,564

仕入債務の増減額（△は減少） 340 △1,064

未払金の増減額（△は減少） 759 △800

その他 △410 △282

小計 3,457 928

利息及び配当金の受取額 324 307

利息の支払額 △61 △56

法人税等の還付額 115 113

法人税等の支払額 △815 △577

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,020 715

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △2,313 △1,972

定期預金の払戻による収入 1,170 2,904

有形固定資産の取得による支出 △1,501 △1,479

有形固定資産の売却による収入 56 406

無形固定資産の取得による支出 △396 △408

有価証券の償還による収入 30 100

投資有価証券の取得による支出 △201 △204

投資有価証券の売却による収入 193 1,042

投資有価証券の償還による収入 300 －

その他 71 167

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,592 555

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △92 △966

長期借入れによる収入 118 976

自己株式の取得による支出 △0 △1

配当金の支払額 △899 △902

その他 △104 △189

財務活動によるキャッシュ・フロー △978 △1,082

現金及び現金同等物に係る換算差額 △133 427

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △683 615

現金及び現金同等物の期首残高 7,300 6,617

現金及び現金同等物の期末残高 6,617 7,233
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     該当事項はありません。 

１．連結の範囲に関する事項 

(1）連結子会社数   38社 

(2）連結の範囲を変更した理由 

    当連結会計年度において、たねとファーム株式会社を新たに設立したことから、連結の範囲に含めてお

り、またAgricola Sakata,Spr de Rl、Productora de Semillas Sakata,Spr de RlおよびSemillas 

Sakata de Mexico,Aricの３社がSakata Seed de Mexico,S.A.に吸収合併されたため連結の範囲から除外

しております。 

(3）非連結子会社の主要会社名等 

該当事項はありません。  

２．持分法の適用に関する事項 

(1）持分法適用会社数  ０社 

(2）持分法非適用会社の主要会社名 

関連会社 

Sakata Polska Sp.z o.o. 

(3）持分法を適用しない理由 

持分法非適用会社は、当期純利益及び利益剰余金等に及ぼす影響は軽微であり、かつ全体としても重要性

が無いため、持分法を適用しておりません。 

３．連結子会社の事業年度等に関する事項 

連結子会社の決算日は、Sakata Seed Sudamerica Ltda.、Sakata Seed Chile S.A.及び坂田種苗（蘇州）有

限公司が12月末日、西尾植物株式会社が２月末日、Sakata Seed America, Inc.及びSakata Ornamentals 

Europe A/S他22社が３月末日、その他の子会社は当社と同一であります。 

連結財務諸表の作成に当たっては、連結決算日との差が３ヶ月を超える３社については、３月末日で仮決算

を行い、その他の子会社については、それぞれの決算日の財務諸表を使用しております。連結決算日との間

に生じた重要な取引については、連結上必要な調整を行っております。  

４．会計処理基準に関する事項 

(1）重要な資産の評価基準及び評価方法 

① 有価証券 

その他有価証券 

時価のあるもの 

連結会計年度末の市場価格等に基づく時価法を採用しております。（評価差額は全部純資産直入法

により処理し、売却原価は主として移動平均法により算定しております。） 

時価のないもの 

主として移動平均法による原価法を採用しております。 

② デリバティブ 

時価法を採用しております。 

③ たな卸資産 

主として総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算

定）を採用しております。 

(2）重要な減価償却資産の減価償却の方法 

有形固定資産（リース資産を除く） 

 定率法を採用しております。 

 ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（建物付属設備を除く）については、定額法を採用し

ております。 

 なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。 

建物及び構築物          ２～50年 

機械装置及び運搬具        ２～15年 

その他              ２～20年 

無形固定資産（リース資産を除く） 

定額法を採用しております。 

なお、自社利用のソフトウェアについては、主として社内における利用可能期間（５年）に基づく定額

法によっております。 

(5)継続企業の前提に関する注記

(6)連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項
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リース資産 

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。 

なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が平成20年３月31日以前のリ

ース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。 

(3）重要な引当金の計上基準 

① 貸倒引当金 

売上債権等の貸倒れによる損失に備えるため、主として一般債権については貸倒実績率に基づき、貸倒

懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。 

② 役員賞与引当金 

国内連結子会社の一部については、役員に対する賞与の支払に備えて、役員賞与支給見込額のうち当連

結会計年度負担額を計上しております。 

③ 退職給付引当金 

従業員の退職給付に備えるため、主として当連結会計年度末における退職給付債務及び年金資産の見込

額に基づき計上しております。 

過去勤務債務については、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10年）による按

分額を費用処理しております。 

数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数

（10年）による定額法により按分した額を、それぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理することとし

ております。 

④ 役員退職慰労引当金 

主として役員の退職慰労金の支給に備えるため、退職慰労金支給に関する内規に基づく連結会計年度末

要支給額を計上しております。 

(4）重要な収益及び費用の計上基準 

完成工事高及び完成工事原価の計上基準 

イ．当連結会計年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事 

工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法） 

ロ．その他の工事 

  工事完成基準 

(5）重要なヘッジ会計の方法 

 ① ヘッジ会計の方法 

  金利スワップについて特例処理の条件を充たしている場合には特例処理を採用しております。 

 ② ヘッジ手段とヘッジ対象 

当連結会計年度にヘッジ会計を適用したヘッジ対象とヘッジ手段は以下のとおりであります。 

ヘッジ手段…金利スワップ 

ヘッジ対象…借入金 

 ③ ヘッジ方針 

主に当社の内規である「デリバティブ取引管理規程」に基づき、金利変動リスクをヘッジしておりま

す。 

 ④ ヘッジ有効性評価の方法 

  特例処理によっている金利スワップについては、有効性の評価を省略しております。 

(6) のれん及び負ののれんの償却に関する事項 

  負ののれんの償却については、５年間の定額法により償却を行っております。 

(7) 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲 

  連結キャッシュ・フロー計算書における資金（現金及び現金同等物）は、手許現金、随時引き出し可能な

預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない取得日から３ヶ月

以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。 

(8）消費税等の会計処理方法 

消費税等の会計処理については、主として税抜方式を採用しております。 
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（減価償却方法の変更） 

 当社及び国内連結子会社の一部は、法人税法の改正に伴い、当連結会計年度より、平成24年６月１日以降に取得し

た有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

 この減価償却方法の変更による影響額は軽微であります。  

  

（連結損益計算書） 

 前連結会計年度において、「特別損失」の「その他」に含めていた「投資有価証券売却損」は、特別損失の総額の

100分の10を超えたため、当連結会計年度より独立掲記することとしました。この表示方法の変更を反映させるた

め、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。 

 この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において、「特別損失」の「その他」に表示していた52百万円は、

「投資有価証券売却損」25百万円、「その他」27百万円として組み替えております。  

(7)連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更）

（表示方法の変更）
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１．報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。 

 当社は、主として事業の業態を基礎としたセグメントから構成されており、卸売事業については、さら

に国内と海外に区分し、「国内卸売事業」、「海外卸売事業」及び「小売事業」の３つの報告セグメント

としております。 

 各報告セグメントの事業の内容は、以下のとおりです。   

 「国内卸売事業」は、野菜種子、花種子、球根、苗木及び農園芸資材等を生産もしくは仕入れ、国内の

種苗会社等へ卸販売を行っております。  

 「海外卸売事業」は、本社及び海外に所在する現地法人が、野菜種子、花種子、球根、苗木及び農園芸

資材等を生産もしくは仕入れ、海外の種苗会社等へ卸販売を行っております。   

 「小売事業」は、一般園芸愛好家を対象とした商品を仕入れ、ホームセンター向けに販売しているほ

か、通信販売及び直営園芸店での販売を行っております。  

  

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

 報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事

項」における記載と概ね同一であります。 

 報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。 

 セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。 

  

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

前連結会計年度（自 平成23年６月１日 至 平成24年５月31日） 

（注） １.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、官公庁・民間向けの造園工

事の施工、保険代理店業務、人材派遣業であります。 

２. 調整額は、以下のとおりであります。  

(1)セグメント利益又は損失（△）の調整額△6,509百万円は、セグメント間取引消去75百万円、たな

卸資産の調整額100百万円、各報告セグメントに配分していない全社費用△6,685百万円が含まれてお

ります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない親会社の研究部門及び親会社本社の管理部門

に係る費用等であります。 

(2)セグメント資産の調整額33,282百万円は、全社資産であります。 

(3)減価償却費の調整額685百万円は、全社資産に係る減価償却費であります。 

(4)有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額607百万円は、全社資産に係る有形固定資産及び

無形固定資産の取得額であります。  

３. セグメント利益又は損失（△）は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

     

（セグメント情報等）

a.セグメント情報

  （単位：百万円）

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額

（注）２ 

連結財務諸

表計上額

（注）３ 
  

国内卸売 

事業 

海外卸売 

事業  
小売事業 計 

売上高    

外部顧客への売上高  15,879 18,535 11,836 46,251 736  46,988  － 46,988

セグメント間の内部売上高又は振

替高  
 462 1,298 0 1,762 120  1,883  △1,883 －

計  16,342 19,834 11,836 48,013 857  48,871  △1,883 46,988

セグメント利益又は損失（△）  6,018 3,220 △171  9,066 5  9,072  △6,509 2,562

セグメント資産  17,475 27,600 4,864  49,940 273  50,214  33,282 83,496

その他の項目    

 減価償却費  176 703 33  913 0  913  685 1,599

 有形固定資産及び 

 無形固定資産の増加額  
 259 1,012 137  1,409 0  1,410  607 2,017
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当連結会計年度（自 平成24年６月１日 至 平成25年５月31日） 

（注） １.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、官公庁・民間向けの造園工

事の施工、保険代理店業務、人材派遣業であります。 

２. 調整額は、以下のとおりであります。  

(1)セグメント利益又は損失（△）の調整額△6,782百万円は、セグメント間取引消去79百万円、たな

卸資産の調整額△34百万円、各報告セグメントに配分していない全社費用△6,827百万円が含まれてお

ります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない親会社の研究部門及び親会社本社の管理部門

に係る費用等であります。 

(2)セグメント資産の調整額33,246百万円は、全社資産であります。 

(3)減価償却費の調整額687百万円は、全社資産に係る減価償却費であります。 

(4)有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額330百万円は、全社資産に係る有形固定資産及び

無形固定資産の取得額であります。  

３. セグメント利益又は損失（△）は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

     

  （単位：百万円）

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額

（注）２ 

連結財務諸

表計上額

（注）３ 
  

国内卸売 

事業 

海外卸売 

事業  
小売事業 計 

売上高    

外部顧客への売上高  15,834 22,167 11,525 49,527 747  50,274  － 50,274

セグメント間の内部売上高又は振

替高  
 584 1,933 1 2,519 98  2,618  △2,618 －

計  16,418 24,101 11,526 52,046 845  52,892  △2,618 50,274

セグメント利益又は損失（△）  5,616 3,793 △383  9,026 △24  9,001  △6,782 2,219

セグメント資産  18,346 33,039 4,733  56,119 421  56,541  33,246 89,787

その他の項目    

 減価償却費  192 883 46  1,122 1  1,124  687 1,812

 有形固定資産及び 

 無形固定資産の増加額  
 296 997 196  1,490 4  1,494  330 1,825
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前連結会計年度（自 平成23年６月１日 至 平成24年５月31日） 

１．製品及びサービスごとの情報 

  

２．地域ごとの情報 

(1）売上高 

（注） 売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。 

  

(2）有形固定資産 

  

当連結会計年度（自 平成24年６月１日 至 平成25年５月31日） 

１．製品及びサービスごとの情報 

  

２．地域ごとの情報 

(1）売上高 

（注） １．売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。 

２．当連結会計年度より、管理区分の見直しに伴い、従来の「その他」を「アジア」、「南米」および「その

他」に分割しております。また、従来の「欧州」の表記を「欧州・中近東」と変更しております。なお、前連

結会計年度については変更後の区分で表示しております。 

  

(2）有形固定資産 

（注） 当連結会計年度より、管理区分の見直しに伴い、従来の「その他」を「アジア」、「南米」および「その他」

に分割しております。また、従来の「欧州」の表記を「欧州・中近東」と変更しております。なお、前連結会

計年度については変更後の区分で表示しております。 

  

b.関連情報

  （単位：百万円）

   種苗 資材 その他 合計 

外部顧客への売上高  35,029  9,859  2,100  46,988

  （単位：百万円）

日本 北中米 欧州・中近東 アジア 南米 その他 合計 

 28,453 5,658  5,611  3,365  2,768  1,131  46,988

  （単位：百万円）

日本 北中米 欧州・中近東 アジア 南米 その他 合計 

 19,755 3,312 935  847  1,116  219  26,186

  （単位：百万円）

   種苗 資材 その他 合計 

外部顧客への売上高  38,428  9,664  2,181  50,274

  （単位：百万円）

日本 北中米 欧州・中近東 アジア 南米 その他 合計 

 28,106 6,955  6,792  3,819  3,077  1,522  50,274

  （単位：百万円）

日本 北中米 欧州・中近東 アジア 南米 その他 合計 

 19,535 3,579 917  1,017  1,224  286  26,560
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前連結会計年度（自 平成23年６月１日 至 平成24年５月31日） 

  

当連結会計年度（自 平成24年６月１日 至 平成25年５月31日） 

  

前連結会計年度（自 平成23年６月１日 至 平成24年５月31日） 

  

重要性が乏しいため記載を省略しております。  

  

当連結会計年度（自 平成24年６月１日 至 平成25年５月31日） 

  

重要性が乏しいため記載を省略しております。  

c．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

  （単位：百万円）

  国内卸売事業 海外卸売事業 小売事業 その他事業 計 全社・消去 合計 

減損損失  0  63  18  －  82  60  142

  （単位：百万円）

  国内卸売事業 海外卸売事業 小売事業 その他事業 計 全社・消去 合計 

減損損失  0  42  46  －  89  30  119

ｄ．報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報
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（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

   ２．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。  

  

３．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

（１株当たり情報）

  
前連結会計年度 

（自 平成23年６月１日 
至 平成24年５月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成24年６月１日 
至 平成25年５月31日） 

１株当たり純資産額 円 1,586.47 円 1,723.66

１株当たり当期純利益金額 円 42.28 円 68.86

  
前連結会計年度 

（平成24年５月31日） 
当連結会計年度 

（平成25年５月31日） 

純資産の部の合計額（百万円）  71,494  77,686

純資産の部の合計額から控除する金額（百万円）  89  108

（うち少数株主持分（百万円）） （ ） 89 （ ） 108

普通株式に係る期末の純資産額（百万円）  71,404  77,577

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普

通株式の数（千株） 
 45,008  45,007

  
前連結会計年度 

（自 平成23年６月１日 
至 平成24年５月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成24年６月１日 
至 平成25年５月31日） 

１株当たり当期純利益金額     

当期純利益金額（百万円）  1,902  3,098

普通株主に帰属しない金額（百万円）  －  －

普通株式に係る当期純利益金額（百万円）  1,902  3,098

期中平均株式数（千株）  45,009  44,998
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役員の異動 

１. 代表者の異動 

該当事項はありません。 

  

２. その他の役員の異動 

・昇任取締役候補 

  

  

・新任取締役候補 

  

  

３.就任予定日 

 平成２５年８月２７日  

 

    

４．その他

（新役職名） 氏   名  （現役職名） 

 常務取締役 

 常務執行役員 

  国内卸売営業本部長  

内山 理勝 

 取締役 

 執行役員 

  国内卸売営業本部長  

 常務取締役 

 常務執行役員 

  海外営業本部長  

金子 英人 

 取締役 

 執行役員 

  海外営業本部長  

 常務取締役 

 常務執行役員 

  研究本部長 

  兼 遺伝資源室長 

加々美 勉 

 取締役 

 執行役員 

  研究本部長 

  兼 遺伝資源室長 

（新役職名） 氏   名  （現役職名） 

 取締役（社外取締役） 菅原 邦彦 ―――――――― 
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